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令和７年１２月１２日  

 

 

白老町議会 

   議長 小 西 秀 延  様 

 

 

広報広聴常任委員会     

委員長 長谷川 かおり  

 

 

所管事務調査の結果報告について 

 

 本委員会は、所管事務調査を終了したので、その結果を次のとおり報告します。 

 

記 

 

１ 調査事項 

 （１）議会広報誌の編集及び発行に関する事項 

 （２）議会広報・広聴の実施に関する事項 

 （３）議会広報・広聴の調査及び研究に関する事項 

 

２ 調査の方法  事務調査及び懇談会 

 

３ 調査日程 

 （１）常任委員会 

   令和 ７年１０月１４日（火） 議会懇談会（参加者：２０名） 

   令和 ７年１２月 ５日（金） 

 （２）小委員会 

   令和 ７年１１月２７日（木） 
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４ 出席委員 

  委 員 長  長谷川 かおり   副委員長  田 上 治 彦 

  委    員  水 口 光 盛   委  員  氏 家 裕 治 

  委    員  飛 島 宣 親   委  員  前 田 弘 幹 

  委    員  森 山 秀 晃   委  員  佐 藤 雄 大 

  委    員  前 田 博 之   委  員  貮 又 聖 規 

  委  員  森   哲 也   委  員  西 田 祐 子 

  委  員  広 地 紀 彰   議  長  小 西 秀 延 

 

５  職務のために出席した者の職・氏名 

  事務局長  本 間 弘 樹   主  幹  小山内   恵 

  書  記  鈴 木 領 祐   一般事務職員  白 綾 美 紀 

 

６ 調査報告 

本委員会は所管事務調査として、議会広報誌の編集及び発行に関する事項、議

会広報・広聴の実施に関する事項、議会広報・広聴の調査及び研究に関する事項

の調査を終了したことから、次のとおり報告する。 

（１）常任委員会（議会懇談会の実施） 

コロナ禍を経て７年ぶりに一般向けの議会懇談会をグループワーク形式で開

催した。「ともに語ろう ～ 人口減少時代のまちづくり ～ 」をテーマとし、日

頃から地域を歩いている町内会長や民生委員をはじめ、20名の町民が参加し議

員を交えた５グループで懇談を行った。 

懇談では、災害やまちづくり、住民自治や子供を産み育てる環境づくりなど、

多くの意見をいただいた。参加者からは「このような対話の場をもっと増やし

てほしい」という意見も多く寄せられたほか、懇談会に当日参加できない方か

らも事前アンケートによりまちづくりに関するご意見を多くいただいた。今後

もより多くの意見を聞く機会を設け、議会活動に反映させていきたい。 

なお、懇談会の内容と事前アンケート結果は別紙のとおりである。 

（２）小委員会 

① 議会広報誌の編集・発行 

議会だより第 193 号の編集･発行を行った。 

② 議会広報・広聴の実施 

議会懇談会の実施及びまとめに向け企画・調整を行った。 

   ③ 議会広報・広聴の調査・研究 

     議会活動のより効果的な情報発信について検討を行った。 



議会懇談会開催内容報告 

 

１.議会懇談会について 

（１）日  時  令和７年10月14日（火）９時30分から11時00分 

（２）場  所  白老町総合保健福祉センター（いきいき４・６） 

         １階 交流センター 

（３）参 加 者  34名（町民20名、議員14名） 

 

２.懇談の内容について 

（１）各グループでの意見 

  Aグループ 

  ・津波避難のときにどう逃げるか 

  ・先日の津波避難の際は民間企業の駐車場やトイレを貸していただいた 

  ・災害対応に関し、民間企業との災害協定を増やしてほしい 

  ・大雨で２級河川が氾濫したことに関し、国・道への要望を行ってほしい 

  ・町内会の困りごとに対し、聞きっぱなしではなく、議員や役場も一緒に 

動いてほしい 

  Bグループ 

  ・地域自治に関し、町民の意見が反映されていないのではないか 

  ・大規模な事業は住民投票を実施すべき 

  ・議会だよりを見て（高校生との懇談？）、10年後、20年後を見据えた施策 

が必要と思う 

  ・事業の仕分けが必要ではないか 

  ・ごみ出しに関し、個別回収も視野に入れたほうがよいのではないか 

  ・別荘の方へのごみ出しの声掛けが必要ではないか 

  ・白老滑空場を2,000メートル級の滑走路とし、新千歳空港を補完すること

はできないか 

  ・コンパクトシティ化し、高齢者専用の集合住宅ができないか 

  ・第３商港区を海上自衛隊の基地にできないか 

Cグループ 

  ・町民一人一人が白老を好きになることが重要である 

  ・キラ☆老いポイント事業で、個人が行う健康にまつわる事業にポイント付

与できないか 

  ・健康寿命の長寿命化 

  ・Wi-Fi環境の整備（屋根のない博物館通りに解説や観光情報の発信をでき



ないか） 

  ・行政のホームページの充実 

  ・町民一人一人が白老観光大使になる心構えが必要である 

Dグループ 

  ・病院の入口が分かりにくい 

  ・災害対応で、避難方法や水、トイレの確保について検討が必要 

  ・町民を巻き込んだ委員会などを立ち上げ、アンケートなどの意見集約を 

しながらみんなでつくり上げるまちづくりが必要である 

  ・子供を育てていきたい町にすることが求められる 

   （不妊治療に対する支援／全天候型の遊べる施設／あえて小規模校を残す） 

  ・空き家や温泉付き住宅をPRした移住・定住施策 

  ・働ける場の提供 

Eグループ 

・人が増えれば解決できることが多いので、人口を増やしていくことが求め

られる 

・子供を産みたいと思える環境づくり 

・高齢者と子供をつなぐことも必要 

・町の魅力を高めるために、行政の取組を活発に発信し見学会等も行う 

・大学との連携強化により、卒業後の若年世代の移住につながる可能性があ

る 

・社台から虎杖浜までの各地域で対話の機会を増やし、中高生にも参加して

もらう 

 

３.事前アンケートでの意見について 

（１）設  問  防災、地域の足(公共交通)、ごみ問題、地域内での催し、 

その他(全５項目)における良い点、悪い点、改善点について 

（２）募集期間  令和７年８月20日(水)から10月３日(金)まで 

（３）周知方法  町広報、ホームページ、LINE、チラシ、町内会長宛て文書 

（４）回答方法  Webフォーム（LoGoフォーム）にて回答 

（５）回答件数  30件 

（６）そ の 他  回答内容別紙のとおり 

  

  



事前アンケート回答内容 

『防災』について 

  「津波の場合」※町内会では自主防災組織で訓練している。 

  「津波てんでんこ」まず自分・家族・近所（余裕があったら） 

  どこへ避難すればよいか日常のシミュレーションをしておく。 

  高齢で徒歩での避難は困難なため、車で高台へ避難する方が多数いる。 

  防災無線がはっきりと聞こえない。 

  
Jアラートは有効だと思うが地域的に津波に関する認識が甘い、声掛けして

も応じない。 

  自主防災組織が有るが、役員減少により担当係がいない。 

  避難誘導係を主体とした組織に重点を置き、人員が確保できれば他も考える 

  高齢化と人材不足で打つ手なし 

  避難場所に建物、トイレがない 

  逃げずに家にいる人が多い(車がない、防災意識が薄い) 

  

特に決まりごとは無いが、津波情報の際は近所で声掛けし、高齢者で車のな

い人を乗せて高台に避難した。でも、到達時間が過ぎてからの自宅等に帰る

判断等については、自己判断しかなかった。防災無線の活用や広報車で案内

するとか、目安になるものがあれば良いと思う。 

  

前回の津波避難の際、夏休み中で小学生が自宅で留守番している時間帯だっ

たと思われます。子供だけで避難した場合（特に 1 人で避難した場合）、一

見元気そうに見えましたが、長時間の避難所では、とても不安そうに感じま

した。子供だけで避難した場合、保護者が迎えに来るまで安心して過ごせる

よう、受け入れ担当（学校の先生や役場の人など）が対応、受け入れスペー

スを確保していただきたいです。 子供は見た目は元気な様子でも、内心は

とても不安です。どうかよろしくお願いいたします。 

  避難訓練への参加者がほとんどない 

  避難場所まで徒歩だと時間がかかるので現実的ではない 

  
１人暮らしの方や耳が聞こえずらい方の対応をもうちょっとしてあげたほ

うがいいと思いました。 

  
具体的な避難場所や避難経路などを地域全体で分かりやすく共有してほし

い。例えば「ここにいたら、このルートで、ここに逃げる」など。 

  避難場所の冷暖房設備。 



  
７月末の避難の際、避難所に昼食等の支給がなく、一度家に帰宅した。 

次、災害があったとき不安。地域で集団避難などできると心強い。 

  

観光客の避難もちゃんとしてあげたほうがいいと思う。 

この間の避難のとき、栄高校の坂の下でずーっと待っていてかわいそうだと

思った。暑いのに水分とかもないのにただ待っているだけなんて・・・。 

雨とかだったらどうしてたのか？？ 

  

防災無線が聞こえづらかった。 

避難所で赤ちゃん用のスペース、授乳スペースなどがあると良い。 

夏・冬（暑さ、寒さ）の対応は課題。 

避難所で町内会の方の声掛けがあると良い。 

  

歩道が狭く段差が多いので、ベビーカーや車椅子の避難が困難だと思いま

す。車椅子の義父と義母が同居していますが、２人だけの時間帯の避難は諦

めている状態です。 

  
防災マスター会と連携し勉強会を開き、また、町内会独自で防災訓練を行う

が高齢化により今後は難しい 

  
・津波避難 一次避難場所（緊急避難場所）の冬の対策、トイレ対策 

・体の不自由な人の対策 

  
７月30日の津波避難で避難所の問題点が明らかになりました（トイレの問

題、避難指示の問題、行政無線などなど） 

  避難所について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



『地域の足（公共交通）』について 

  鉄南方面のバス運行が少ないので増便願いたい。 

  
この先免許返納等高齢化が進むにつれ、利用者も増加すると思うが、出きる

限り家の近くから乗車できれば利用価値も上がると思います。 

  すくすく前に止まってほしい 

  バス停が少なく、遠いのでバスを利用しないという方の声を聞く 

  

白老港前を利用しているが、草刈りがされていなく、高齢者が利用しにくい

歩けない状態だった。先日役場に電話をしたら次の日には草刈りがされた

が、定期的にされないと、また同じことになることが想定される。定期的に

誰かが連絡をしなければ、してもらえないものなのか？疑問。 

  
高齢者が多い町なので、無料敬老パスのようなものを利用できたら、高齢者

のドライバーは減り、事故防止にもなるのでは？ 

  

空気を運んでいる状況でいいのでしょうか？税金の活用しているのであれ

ば再考を求めます。 運送チケット回数券に特典があるそうですが、利用状

況はどの程度でしょうか？ 

  時間などが大変そうで利用したことはほぼない 

  
バス停が少ないと感じました。もうちょっと多くしたほうがいいのかなと思

いました。 

  

１時間に１本は欲しい。どうせ、乗れる良い時間のバスなどがないだろうと

使わなくなる。元気号が一律100円で乗れるのは用意しやすくてとてもあり

がたい。 

  タクシーが少ない。 

  公共交通の本数が少ない。運賃が高い。 

  普段自家用車を使用しているので特になし 

  
ぐるぽんとか誰も乗っていないのをよく見かける。もったいない。バス停も

ダイヤも分かりにくい。 

  

車を持っている方が多いので、なかなか公共交通の利用につながらないので

はないでしょうか。 

そんな中でも車のない高齢者の方、乳幼児の親御さん、小中学生が利用しや

すい方法を考えていかなければいけないと思います。 

病院、子育て支援施設、プール、体育館、図書館などのよく利用する場所を

中心に考えてみてはどうでしょうか。 



  

ぐるぽん等、とにかくまず乗ってもらうことだと思うので、各所イベントの

案内に具体的にどこで降りればいいかなど、バスを使った参加をアピールし

たほうがいいのでは。手間はかかりますが… 

  
自家用車がないとなかなか移動が難しい。 

自転車も使うが道路がガタガタで結構危ない。 

  
車のない人の行動が制約されている 

デマンドバス増車、町の予算を増やす 

 

  



『ごみ問題』について 

  
ゴミステーションへ自分が出した袋を持って行ったか必ず確認するよう町

内会の回覧で指導しております。 

  地域外からの搬入がある。 

  
この先ごみ出しさえ難しくなっていく可能性もあり個別回収も視野に入れ

てほしい。 

  全てを役場または町連合会に移行。⇒会員以外でももめごとがなくなる。 

  

車でほかの地域から、ごみを捨てに来ているのを見聞きしている。熊とかの

問題もあり、ルールを厳守することが大事だと思う。ごみ箱の近くに、街路

灯の設置もあれば、早朝でも安心してごみ出しができると思う。 

  

ごみ出しマナーの啓発はかわら版で行っているが徹底されない。使用場所に

より温度差がある。また、通りすがりの人が置いていく例もあると会員より

聞く。 

  よい点 他の市町村より分別が分かりやすい（大型ごみも） 

  

ルールを守って出しているので、ゴミステーションが汚れていると感じたこ

とはない。カラスに荒らされないようにフックをふたにつけるなど自治会長

さんが工夫してくださっている。 

  
ごみの分別を確実にしてもらうよう啓発。 

ゴミステーションにもっていってもらえずとり残されているところがある 

  
外国人の方のごみ出しマナーが悪い。外国語で書いてあるゴミ出し表を渡し

てあげて欲しい。色々な国の方がいて大変だと思うけど・・・。 

  
ウポポイなどの観光施設周辺が汚れていると気になります。 

大町商店街はきれいだなと思います。 

  
自分の地域のゴミステーションはちゃんとマナーが守られているが、カラス

がごみを漁っているステーションもよく見かける。 

  数年前に３か所ほど減し集約したが、個人のゴミステーションなので難しい 

  心ない人の対策（常に特定の人が）仕分け、清掃を行っている 

  高齢化に伴って、分別の仕方がよく理解できなくなっている（役員が大変） 

 

  



『地域内での催し』について 

  
町内会の子供が少なくなり、また、高齢化でお神輿を担げなくなってきてい

ることから町内会内の祭典を廃止しました。 

  
財政難のため、経費を節約した「お楽しみ会」を行っているが、参加者が少

ないため、今年から趣向を変えた会を実施します。 

  
ほとんどの催事は中止となり、唯一お祭りだけは実施しているがほとんど同

じメンバーで実施しているのが現状です。 

  再考しなければならないと思ってる(中止の方向になる) 

  
学校がないので、学校関連の行事がなく地域の人が集まる機会が減った。 

町内会の高齢化、担い手不足で行事はほとんどしていない 

  春と秋のごみ拾いのみ実施。 

  
役員のなり手がいない。高齢化に伴い行事への参加者が減少。行事の見直し

を視野に入れていく必要が出ている。 

  ほとんどないので近所の方との交流はないのかも 

  
子供が楽しめる催し物が少ない。町外から来た人にイベントの詳細などが共

有されづらい状況。 

  盆踊り、おみこし等、子供が楽しめて良い。（栄町） 

  参加する人が限られていて、準備や後片づけの負担が増える。 

  

ミンタラで去年やった盆ダンス、良かったと思う。それができるなら町内で

盆踊りをやらなくなってきてるのでミンタラで盆踊りをして欲しい。 

神社のお祭りのときに車を止めるところがなさすぎる。 

  

コロナ以降、行事が減ってきた気がします。 

健康体操を各町内会館で行うと地域の人の顔が見えるきっかけになるので

は。 

仕事をしている方が多い中、主催する側のスタッフ不足も深刻です。 

先日の津波の避難の経験、忘れないうちに地域の防災講座を実施して欲しい

です。 

  町内会の催し(盆踊りやラジオ体操)はやっており若い人も参加しつつある。 

  
今年度で地区町内会連合会の事業が廃止になり、当町内会の事業も縮小の方

向です。 

  高齢化による人口減少（子供・若者） 

 

  



その他、お住まいの地域における「良い点」「悪い点」「改善策」について 

  
外国人が町内に居住してきており、言葉が伝わらないので操作の簡単なポケ

ット翻訳機の貸出しまたは町補助によるポケトークを検討願いたい。 

  

今回の津波警報で避難指示が出て避難しましたが、我々海の近くに住んでい

るものとしては高齢化が進み歩くのもままならない住民は避難場所にすら

辿り着けないと思いました。 

  街灯について、町内会管理を全て役場又は町連合会管理に移行。 

  保育園代全額免除して欲しい 

  

社台地域は足がないと、店や病院に行けないので、車を持っていない方は大

変不便な思いをしている。そういう方たちのために町が打ち出している施策

が行き届いていないように見えます。バスの利用しやすさを時刻表の見やす

さを改善し、より分かりやすい時刻表にするなど、対策が必要なのでは？ 

  
または、車を手放した方のためにシェアカーを各地域に置いたり、バスにな

じんでもらうために、町内の巡回バスツアーを開催するなどしてみる。 

  
一度乗ったら次へのハードルが下がるので楽しく体験できることも考えて

はどうか？ 

  

車を手放したとたん認知症になった、進んだという話を耳にするので生活だ

けの問題ではなく、健康面、認知症にも関わることなので、担当課が知恵を

出し合い時刻表を作るなど、対策を考えてほしい。 

  
会費収入に照らし、各寄付金などの比率が高くなってきている。見直しが必

要。 

  
いろんなところで段差が多くて車イスとかの移動が危険だと思うので段差

を少なくしてほしいかなって思いました。 

  
歩道が狭く、傾きがあったりしてベビーカーが押しにくいし、歩きづらい。 

冬場、歩道の雪かきがされていないところが多く、歩きづらい。 

  公園の遊具が少ない。 

  
道がガタガタでベビーカーが押しづらい。 

信号機が少なくて歩行者の横断が遠回りになる。 

  
歩道の拡幅と段差の解消、住宅地内の車道の拡幅（道幅が狭い） 

冬期除雪の家の前に雪を堆積されるので、きれいに除雪してもらいたい。 

  

車を運転していて、お年寄りの方の自転車のマナーが気になる。車が来てい

るのに平気で渡って行く。中高生でもそんな危険なことはしないのに。恥ず

かしくないのかと思う。 

公園の遊具、いつになったら全部の公園に設置されるのか？子供が少ない町

内は設置するつもりはないの？ 



  

近所の公園、ほとんど子供の姿を見かけません。 

遊具も使えないまま・・・残念です。 

子供と一緒に地域を歩く経験大事だと思います。自分の住んでいる町に誰が

住んでいるか、何があるか知ることは大事だと思います。地域に知っている

おじさん、おばさんがいること、とても大事だと思います。（何かあったと

き安心して声をかけ合える） 

  公園に時計を設置してほしいです。 

  子供が自転車の練習を安全に出来る場所がほしいです。 

  町内会活動で近隣の人たちの顔と名前が少しずつ分かるようになってきた。 

  

白老生活館が令和８年３月で閉館と聞いているが、閉館後はどのようにする

のか？ 

多くの町内会で会員が減少しており、今後の町内会の区分けを考えてほしい 

 

 


